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Town Topics

　
７
月
14
日
（
水
）、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
・

中
学
校
の
給
食
で
は
、
新
栄
物
産
で

収
穫
さ
れ
た
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

用
し
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
峰
小
学
校
で
は
、
小
脇
隆
則
副

町
長
や
菊
永
俊
郎
教
育
長
な
ど
が
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
新
米
給
食

を
食
べ
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
味
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
の
副
食
「
カ
ン
パ
チ

磯
和
え
」
も
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
の

ひ
と
つ
で
、
鹿
児
島
県
産
の
カ
ン
パ

チ
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

超
早
場
米
！

超
早
場
米
！

種
子
島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
収
穫

種
子
島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
収
穫

　

７
月
中
旬
、
町
内
各
地
で
コ
シ
ヒ
カ

７
月
中
旬
、
町
内
各
地
で
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

リ
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月

　

７
月
1010
日
（
土
）、
上
中
河
内
で
は
、

日
（
土
）、
上
中
河
内
で
は
、

新
栄
物
産
の
古
市
純
一
さ
ん
（
上
中
）

新
栄
物
産
の
古
市
純
一
さ
ん
（
上
中
）

が
新
米
の
刈
り
取
り
作
業
を
行
っ
て
い

が
新
米
の
刈
り
取
り
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

今
年
の
新
米
は
、
梅
雨
入
り
が
平
年

　

今
年
の
新
米
は
、
梅
雨
入
り
が
平
年

よ
り
よ
り
2020
日
ほ
ど
早
く
、
生
育
へ
の
影
響

日
ほ
ど
早
く
、
生
育
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨
の
時
期

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨
の
時
期

に
も
適
度
な
日
照
が
得
ら
れ
た
こ
と
な

に
も
適
度
な
日
照
が
得
ら
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
平
年
よ
り
２
～
３
日
程
度
早

ど
か
ら
、
平
年
よ
り
２
～
３
日
程
度
早

く
成
熟
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大

く
成
熟
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大

き
な
病
害
虫
の
被
害
も
な
く
、
良
質
な

き
な
病
害
虫
の
被
害
も
な
く
、
良
質
な

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
古
市
さ
ん
の
コ
シ

る
と
の
こ
と
で
す
。
古
市
さ
ん
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
も
、
今
ま
で
で
最
高
の
出
来
と

ヒ
カ
リ
も
、
今
ま
で
で
最
高
の
出
来
と

の
こ
と
で
し
た
。

の
こ
と
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
、
種
子
島
産
の
美
味
し
い

　

皆
さ
ま
も
、
種
子
島
産
の
美
味
し
い

新
米
を
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

新
米
を
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

『
新
米
給
食
試
食
会
』

『
新
米
給
食
試
食
会
』

新米ごはん・ごまみそ汁
カンパチ磯和え

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

「新米給食試食会」「新米給食試食会」
生産者である新栄物産の岡田直人さん 新米ごはんは子どもたちに大好評でした
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さ
と
う
き
び
は
、
甘
藷
と
並
び
南
種
子
町

を
支
え
る
重
要
な
基
幹
作
物
で
す
。
令
和
２

年
度
の
町
内
の
さ
と
う
き
び
作
付
け
面
積
は
、

４
４
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
均
単
収
は
５
１
６
９

ｋ
ｇ
、
生
産
額
は
４
億
８
０
９
４
万
円
で
、
町

内
の
農
業
生
産
額
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
在
、
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
さ
と
う
き
び
の
若

手
生
産
者
グ
ル
ー
プ
『
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
３
０
０
０
』

が
、
さ
と
う
き
び
振
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

６
年
前
、
種
子
島
に
お
い
て
、
さ
と
う
き
び

の
経
営
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
志
す
者
が
、
仲

間
や
関
係
機
関
と
と
も
に
現
状
分
析
や
課
題
解

決
を
実
践
し
な
が
ら
、
将
来
の
さ
と
う
き
び
生

産
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
経
営
者
に
成
長

す
る
こ
と
を
目
的
に
、『
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
３
０
０
０
』

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
市
町
に
支
部
が

あ
り
、
南
種
子
支
部
は
現
在
４
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
夏
植
え
用
の
苗
の
配

布
と
、
農
地
条
件
の
悪
い
砂
地
圃
場
で
の
品
種

適
合
試
験
作
で
す
。

　

さ
と
う
き
び
の
植
付
け
は
、
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
行
う
春
植
え
が
一
般
的
で
す
が
、
夏

に
植
え
る
と
芽
立
ち
も
良
く
単
収
が
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
夏
植
え
は
苗
の
確
保
が
難
し
い

た
め
、グ
ル
ー
プ
で
夏
植
え
用
の
苗
を
作
付
け
し
、

希
望
す
る
農
家
の
方
に
優
良
種
苗
の
配
布
が
で

き
る
よ
う
、
今
年
の
夏
植
え
に
合
わ
せ
て
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
育
環
境
の
悪
い
場
所
で
の
さ
と
う

き
び
栽
培
が
だ
ん
だ
ん
と
減
少
し
て
い
く
中

で
、
そ
う
い
っ
た
圃
場
で
も
単
収
を
上
げ
生
産

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
新
品
種
『
は
る
の
お
う

ぎ
』
を
含
む
県
の
推
奨
品
種
８
種
類
の
中
か
ら
、

砂
地
に
合
う
品
種
や
栽
培
方
法
な
ど
を
探
る
試

験
作
を
、
今
年
度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
「
活
動
を
通
し
て
、
若
手
の
農
家
の
皆
さ
ん

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
さ
と
う
き
び
の
魅

力
を
伝
え
た
い
。」「
会
員
を
増
や
し
て
、
さ
と

う
き
び
が
も
っ
と
種
子
島
で
作
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。」
と
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
の
維
持

発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
３
１
２
）

さ
と
う
き
び　
若
手
生
産
者
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
『
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
３
０
０
０
』

　Ｔ
ト ッ プ ス

ＯＰＳ３０００
『Ｔ：種子島、Ｏ：おうぎ、Ｐ：プロフェショナル、Ｓ：サクセサー（後継者）、３０００』の略で、種子島全体で
３，０００ｈａのさとうきび栽培面積を確保し、種子島のトップ農家を目指すという意味が込められています。

InstagramInstagram
南種子町地域おこし協力隊南種子町地域おこし協力隊

試験圃場の培土作業を行う横村洋一支部長試験圃場の培土作業を行う横村洋一支部長 『TOPS3000 南種子支部』メンバー『TOPS3000 南種子支部』メンバー
試験圃場に 8 種類のさとうきびを作付け試験圃場に 8 種類のさとうきびを作付け

し、一番適している品種を探します。し、一番適している品種を探します。

FacebookFacebook
南種子町地域おこし協力隊南種子町地域おこし協力隊
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Town Topics

　

７
月
１
日
（
木
）、
町
が
指
定
す
る

浜
田
海
水
浴
場
の
海
開
き
が
行
わ
れ
、

町
内
の
観
光
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、

期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
平
山
小
学
校
児
童
に
よ
る
初

泳
ぎ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
悪
天
候
の
た
め
、
神
事
の
み
の

海
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

浜
田
海
水
浴
場
は
８
月
31
日
（
火
）

ま
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
安
全
に
十
分
気

を
つ
け
て
、
夏
の
海
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

当
日
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
、
児
童
代

表
の
こ
と
ば
を
紹
介
し
ま
す
。

浜
田
海
水
浴
場
海
開
き

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
に
、
鹿
児

島
中
央
児
童
相
談
所
に
よ
る
児
童
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、８
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
、

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日

　
９
月
29
日
（
水
）
～
10
月
１
日
（
金
）

◆
実
施
場
所

　
西
之
表
市
・
中
種
子
町
・
南
種
子
町

◆
相
談
内
容

【
養
護
相
談
】

　
保
護
者
の
家
出
・
死
亡
・
離
婚
・
入

院
・
棄
児
な
ど
、
家
庭
環
境
上
問
題
を

有
す
る
児
童
お
よ
び
里
親
・
養
子
縁
組

に
関
す
る
こ
と
。

【
保
健
相
談
】

　
未
熟
児
・
虚
弱
児
・
小
児
喘
息
・
そ

の
他
の
疾
患
を
有
す
る
児
童
に
関
す
る

こ
と
。

【
育
成
相
談
】

　
性
格
行
動
（
反
抗
・
家
庭
内
暴
力
な

ど
性
格
上
の
問
題
）、適
正（
進
学
適
正・

学
業
不
振
・
職
業
適
性
）、
し
つ
け
（
家

庭
内
に
お
け
る
幼
児
の
し
つ
け
・
遊

び
）、
不
登
校
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
障
害
相
談
】

　
知
的
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
言
語
障

害
、
視
聴
覚
障
害
、
重
症
心
身
障
害
、

自
閉
症
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
ぐ
犯
行
為
・
触
法
行
為
な
ど
の
相
談
】

　
家
出
・
乱
暴
・
性
的
逸
脱
な
ど
の
ぐ

犯
行
為
や
問
題
行
動
の
あ
る
児
童
、
盗

み
・
傷
害
・
放
火
・
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な

ど
で
、
警
察
か
ら
通
告
の
あ
っ
た
児
童

に
関
す
る
こ
と
。

【
そ
の
他
の
相
談
】

　
療
育
手
帳
の
（
再
）
判
定
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
な
ど
の
診
断
に
関
す
る
こ

と
な
ど
。

　
日
程
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
や
天
候
な
ど

に
よ
り
２
日
間
に
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
日
、
時
間
に

つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

鹿
児
島
中
央
児
童
相
談
所
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

今
日
は
海
開
き
で
す
。

　

き
れ
い
な
貝
殻
を
見
つ
け
た
り
、

流
木
で
遊
ん
だ
り
、
海
で
泳
い
だ
り
、

海
を
眺
め
た
り
、
海
で
し
か
で
き
な
い

楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
海
だ
か
ら
こ
そ
、
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
沖
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
溺
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
海
の
生
き
物

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。毒
を
も
っ

て
い
る
も
の
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
注
意
点
を
し
っ
か
り

と
守
っ
て
、
楽
し
く
海
で
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
安
全

に
十
分
気
を
つ
け
て
楽
し
み
ま
す
。

平
山
小
学
校
６
年　
　

長
田　

尋ひ
ろ
い一

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

「浜田海水浴場海開き」「浜田海水浴場海開き」

InstagramInstagram
南種子町地域おこし協力隊南種子町地域おこし協力隊
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◆
支
援
額

・
一
月
の
事
業
収
入
が
10
万
円
か
ら

　
　
　
　

20
万
円
未
満　

２
万
円
／
月

・
一
月
の
事
業
収
入
が
20
万
円
か
ら

　
　
　
　

30
万
円
未
満　

３
万
円
／
月

・
一
月
の
事
業
収
入
が
30
万
円
以
上　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円
／
月

◆
申
請
期
間

　
令
和
３
年
８
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

◆
提
出
書
類

・
南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
持
続
化
支
援

　
金
交
付
申
請
書
（
請
求
書
）

・
売
上
高
比
較
表
お
よ
び
誓
約
書

・
令
和
３
年
対
象
月
の
売
上
台
帳
の
写
し

・
令
和
元
年
・
令
和
２
年
分
の
所
得
税

　
確
定
申
告
書
（
住
民
税
申
告
書
）、
収

　
支
計
算
書
の
写
し

・
入
金
口
座
通
帳
の
写
し

※
詳
し
く
は
、
広
報
紙
７
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
４
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受

け
付
け
る
臨
時
の
窓
口
を
、
西
之
地
区

公
民
館
に
て
開
設
し
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　
時･･･

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
～
10
時

▼
場　
　
所･･･

西
之
地
区
公
民
館

▼
対
象
地
域･･･

西
之
地
区
全
域

▼
準
備
す
る
も
の

・
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
付
き
の
申
請
書

・
証
明
写
真

※
申
請
書
や
証
明
写
真
が
な
い
場
合
で
も

　
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

※
交
付
は
、
後
日
役
場
で
行
い
ま
す
。

※
８
月
８
日
（
日
）
は
、
役
場
総
務
課

　

戸
籍
住
民
係
に
て
、
全
町
民
を
対
象

　

と
し
た
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
行
い
ま
す

　
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
戸
籍
住
民
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
１
０
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す

宇
宙
の
ま
ち
持
続
化

支
援
金
支
給
事
業
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す

　

種
子
島
地
区
精
神
障
害
者
家
族
支
援

教
室
で
は
、
障
害
の
正
し
い
理
解
、
家

族
の
役
割
と
対
応
方
法
な
ど
に
関
す
る

学
び
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
精
神

障
害
者
の
社
会
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

つ
い
て
学
ぶ
～
家
族
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
森
口
病
院
の

の
精
神
保
健
福
祉
士
桑
原
主
税
氏
に
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
す
。
８
月
４
日
（
水
）

ま
で
追
加
申
し
込
み
を
受
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
８
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　
中
種
子
中
央
公
民
館
小
会
議
室

◆
入
場
料　
無
料

◆
対
象
者　

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
の
ご
家
族
・

　
支
援
者

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
毛
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
地
域
保

　
健
福
祉
課　
☎
㉒
１
１
３
８　

種
子
島
地
区
精
神
障
害
者

家
族
支
援
教
室
に
つ
い
て

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制

度
と
は
、
人
口
急
減
地
域
に
お
け
る
地

域
の
担
い
手
確
保
の
取
組
を
推
進
す
る

目
的
に
、
複
数
の
事
業
者
の
仕
事
を
組

み
合
わ
せ
て
、
年
間
通
じ
た
仕
事
と
し

て
創
出
し
、
地
域
の
事
業
者
が
協
同
で

職
員
を
通
年
雇
用
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
事
業
者
に
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み
で
す
。
　

　

制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
説
明
会
日
時

　
８
月
25
日
（
水
）
15
時
～
17
時

◆
場
所　
研
修
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◆
内
容
（
予
定
）

①
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制

　
度
の
概
要
に
つ
い
て

②
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

　
認
定
手
続
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
本
広
報
紙
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
１
）

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
説
明
会
の
開

催
に
つ
い
て
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水道料金の改定について
～水道料金を令和３年１０月分から値上げ改定します～

　水道事業は、お客様に納めていただく水道料金により、施設の整備・維持管理・事業運営などの費
用を賄う独立採算により経営を行わなければなりません。　
　しかし、本町では人口減少に伴う給水収益の減少に加え、施設・管路の老朽化による漏水工事や機
器の更新などに係る費用も増加傾向にあります。現在、業務の効率化・見直しによる経費の節減や施
設更新時の規模縮小化・施設の長寿命化に取り組むなど経費削減に努めているところですが、この取
り組みだけでは健全な運営が困難な状況となっているところです。
　平成２９年度に料金改定を行なっていますが、それ以前に２０年以上もの間、実質的な料金改定が
なされていなかったため、現在の事業運営に過大な負担が生じており、一般会計からの繰入金で経営
を維持しているところであります。
　こうした現状を踏まえ、令和２年度に総務省の要請に基づき、水道事業経営戦略の策定を行い、経
営などについての現状把握や中長期的な計画的経営、効率化を図ることとし、各地区公民館長などで
構成される水道事業運営委員会において、水道料金の値上げについて検討してきた結果、町民の皆さ
まへの周知期間を設け、令和３年１０月分から値上げ改定することになりました。
　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

◆問い合わせ先◆　役場水道課管理係　☎２６－１１１１（内線１６６）

※ 1 カ月に１５㎥の水道水量を使用した場合の値上げ額（量水器１３mm の場合）
算出方法：（基本料金）+（量水器使用料）+（水道使用量）×（1㎥当たりの単価）＝水道料金（税抜額）

【改定前】600 円 +40 円 +15㎥× 130 円＝ 2,590 円
【改定後】800 円 +40 円 +15㎥× 150 円＝ 3,090 円　※１カ月当たり 500 円の値上げ額となります。

改定前 改定後 値上げ額
基  本  料  金 ６００円 ８００円 ＋２００円

使 用 水 量 区 分 1㎥当たりの単価

５㎥以下 ９０円 １０５円 ＋１５円
６～１０㎥ １２０円 １３５円 ＋１５円

１１～２０㎥ １３０円 １５０円 ＋２０円
２１～３０㎥ １４０円 １６０円 ＋２０円
３１～４０㎥ １５０円 １７５円 ＋２５円
４１～５０㎥ １６０円 １８５円 ＋２５円
５１㎥以上 １７０円 ２００円 ＋３０円

使 用 水 量 区 分 件　数 割　合

５㎥以下 1,099 件 32.4％

６～１０㎥ 581 件 17.2％

１１～２０㎥ 889 件 26.2％

２１～３０㎥ 487 件 14.4％

３１～４０㎥ 166 件 4.9％

４１～５０㎥ 58 件 1.7％

５１㎥以上 108 件 3.2％

●水道料金比較表　（金額は月額・消費税抜き）

●水道料金改定の経緯について

　南種子町水道事業運営委員会の答申を受けて提案された、南種子町水道事業給水条例の一部を改正
する条例案が６月の定例議会で可決され、水道料金が値上げされます。

（参考）使用水量区分別の件数と割合

使用水量が増加する毎に単価が上がります。使用水量が増加する毎に単価が上がります。
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①介護保険施設入所者やショートステイ利用者の食事・居住費の助成額が変わります。
　 R3. ７月まで 見直し後（R3. ８月～）

年金収入等※ 80 万円以下（第 2 段階）

単身　1,000 万円

夫婦　2,000 万円

単身 650 万円、夫婦 1,650 万円

年金収入等 80 万円超 120 万以下（第 3 段階①） 単身 550 万円、夫婦 1,550 万円

年金収入等 120 万円超（第 3 段階②） 単身 500 万円、夫婦 1,500 万円

※年金収入等＝公的年金等収入額（非課税年金を含みます。）＋その他の合計所得金額

施 設 入 所 者 ショートステイ利用者
R3.7 月まで 見直し後（R3.8 月～）R3.7 月まで 見直し後（R3.8 月～）

年金収入等※ 80 万円以下（第 2 段階） ３９０円 ３９０円 ３９０円 ６００円

年金収入等 80 万円超 120 万以下（第 3 段階①） ６５０円 ６５０円 ６５０円 １，０００円

年金収入等 120 万円超（第 3 段階②） ６５０円 １，３６０円 ６５０円 １，３００円

補足給付の対象ではない方※ ご負担いただく額は、施設と利用
者の契約により決められています。

ご負担いただく額は、施設と利用
者の契約により決められています。

※食事の提供に要する平均的な費用の額（基準費用額）は、1,392 円→ 1,445 円（日額）に変わります。
（注）居住費の負担限度額は、変更ありません。また、生活保護受給者や老齢福祉年金受給者等（第１
段階）の負担限度額は、食費・居住費ともに変更ありません。

　高齢化が進む中で、必要なサービスを必要な方に提供できるようにしつつ、負担の公平性と制度の
持続可能性を高める観点から、一定以上の収入のある方に対して、負担能力に応じた見直しを行います。

介護保険施設における食費・居住費と
高額介護サービス費の負担限度額が
令和３年８月１日から変わります

②毎月の負担上限額（高額介護サービス費）が変わります。
　介護サービスの利用者と同一世帯に、年収約７７０万円以上の６５歳以上の方がいる場合、毎月の
負担上限額が以下のとおり変わります。

新　

設

課税所得６９０万円（年収約１，１６０万円）以上 １４０，１００円（世帯）

課税所得３８０万円（年収約７７０万円）～

課税所得６９０万円（年収約１，１６０万円）未満
９３，０００円（世帯）

※上記以外の市町村民税非課税世帯の方等の負担限度額に変更はありません。

食費の負担限度額の見直し

補足給付の預貯金要件の見直し

◆問い合わせ先◆　役場保健福祉課介護保険係　☎２６－１１１１（内線１３９・１４０）
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南
種
子
町
で
は
、
災
害
時
な
ど
に
、

ご
自
身
や
ご
家
族
の
み
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
々
を
、「
避
難
行

動
要
支
援
者
」（
以
下
「
要
支
援
者
」）

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
が
、
素
早
く
安
全

に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
要
支
援
者
の

避
難
行
動
に
つ
い
て
の
「
個
別
支
援

計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。
１
人
の
要

支
援
者
に
対
し
２
人
の
支
援
者
を
登

録
し
、
普
段
か
ら
地
域
の
関
係
者
間

で
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
時
な
ど
の
避
難
に
不
安
の
あ

る
方
は
、
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援

者
台
帳
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

◆
登
録
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
登
録
対
象
者
と
な
り
、
避
難
時

に
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
を
、
町
が

調
査
し
ま
す
。

①
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た

　

は
75
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　
の
方
。

②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
要

　
介
護
１
以
上
の
方
。

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、

　
障
害
程
度
１
か
ら
２
級
の
方
。

④
療
育
手
帳
の
所
持
者
で
、
障
害
程

　
度
が
Ａ
判
定
の
方
。

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

　

持
者
で
、
障
害
程
度
１
か
ら
３
級

　
の
方
。

※
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
方
で
、
避

難
の
際
に
支
援
が
必
要
な
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
避
難
行
動
の
支
援
者

①
避
難
行
動
の
支
援
者
は
、
登
録
し

　

た
要
支
援
者
に
対
し
、
普
段
か
ら

　

見
守
り
や
声
掛
け
を
行
い
、
災
害

　

時
の
情
報
提
供
や
、
避
難
の
支
援

　
を
行
う
方
で
す
。

②
支
援
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
一
環
で
避
難
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

台
帳
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、
法
的

　

な
責
任
や
義
務
を
負
う
も
の
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
支
援
が
保

証
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
か
ら
地
域
と
の
関
り
を
持
ち
、

ま
た
防
災
減
災
対
策
へ
も
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
南
種
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉖
２
０
３
５

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
登
録
の
お
願
い

～
あ
な
た
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
～

　

現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
以

下
「
保
険
証
」）
は
、
７
月
31
日
を
も
っ
て

有
効
期
限
満
了
と
な
る
た
め
、
更
新
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
７

月
20
日
に
各
地
区
な
ど
の
公
民
館
を
巡
回

し
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
お
受
け
取

り
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
保
健
福

祉
課
健
康
保
険
係
窓
口
に
て
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
保
険
税
が
一
定
額
以
上
未
納

の
方
は
、
納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

役
場
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は

回
収
い
た
し
ま
す
。
町
内
医
療
機
関
に
設

置
し
て
あ
る
回
収
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く

か
、
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
保
険
係
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
・

　
１
３
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
証
に
つ
い
て



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　６月 25 日（金）、茎南小学校の５・６年生 18 名が、岡山県総社市新
しんぽん

本小学校と長崎県対馬市豆
つ つ

酘
小学校の３校で、赤米子どもリモート交流を行いました。赤米子ども交流は、赤米文化を次代に伝え
ることを目的とした子どもたちの相互交流活動で、平成 30 年度から始まりました。
　リモートで３市町の赤米文化についてクイズ形式で学習し、赤米伝統文化連絡協議
会顧問の相川七瀬さんや、宝満神社赤米お田植え祭り保存会の方々に解説していただ
きました。また、会長の片岡総社市長や比田勝対馬市長からも激励の言葉をいただき
ました。
　最後に古代赤米と白米の食べ比べを行い、菊永教育長から「生きること、食べるこ
との大切さ」についてお話しいただきました。

赤米子どもリモート交流赤米子どもリモート交流

　６月１９日（土）に鹿児島市で開催された
第１６回県下小学生学年別柔道大会に、南種
子柔道スポーツ少年団の６年生男子２名、女
子２名が各階級に出場しました。久しぶりの県
大会ということで緊張感もありましたが、各選
手が持てる力を十分に発揮してきました。
　大会では、男子個人戦６５㎏以下級に出場
した長田怜

れ ん と
翔さん（上中・共栄）が、見事に

準優勝を果たしました。
　今後ますますの活躍を期待します。

第 16 回県下小学生学年別柔道大会第 16 回県下小学生学年別柔道大会
　南種子町食生活改善推進員の松木裕子氏が、
食改善事業功労者として、「令和３年度鹿児島
県栄養関係功労者県知事表彰」を受賞され、
６月２３日（水）、町長室において賞状の伝達
が行なわれました。
　３７年の長きにわたり、町民の健康増進の
ため、食生活改善にご尽力いただいたその功
績に対し、授与されたものです。
 　栄えある受賞、大変おめでとうございます。

鹿児島県栄養功労者県知事表彰鹿児島県栄養功労者県知事表彰

相川七瀬さんによる赤米の解説相川七瀬さんによる赤米の解説茎南小児童による赤米の説明茎南小児童による赤米の説明

YouTubeYouTube
  種子島みなみたね種子島みなみたね
チャンネルチャンネル
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　７月７日の七夕の日を前に、６月２９日
（火）、あおぞら保育園の園児たちが、七夕飾
りを役場に届けてくれました。
　園児たちの思い思いの願い事が書かれた七
夕飾りは、役場正面玄関に置か
れ、訪れる人たちを和ませてくれ
ました。
　園児のみなさん、ありがとうご
ざいました。

あおぞら保育園からの七夕飾りあおぞら保育園からの七夕飾り
　６月２６日（土）、農業者トレーニングセン
ターにおいて、今年度第１回目の図書館劇場
を開催しました。
　今回は、人形芝居ひつじのカンパニーによ
る「かっぱの雨乞い～日本昔話より～」と

「ねずみのすもう」が上演され、幼児から大人
まで約１３０人の参加者とともに、楽しい時
間をすごしました。

令和３年度　図書館劇場開催 !令和３年度　図書館劇場開催 !

　7 月４日（日）、南種子中学校吹奏楽部員と
中平小学校金管バンド部員を対象に文化芸術
講座を開催しました。講師に南種子町（上中
大宇都）出身でプロのチューバ奏者として活
躍されている石堂優二郎先生をお招きして、
楽器の技術指導を行いました。
　初めは、少し緊張気味の生徒達でしたが、
先生の講座が始まると楽しそうに楽器を演奏
していました。

文化芸術講座を開催しました文化芸術講座を開催しました

南種子中学校吹奏楽部の指導の様子南種子中学校吹奏楽部の指導の様子

講師の石堂優二郎先生講師の石堂優二郎先生

中平小学校金管バンドの指導の様子中平小学校金管バンドの指導の様子

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

InstagramInstagram
南種子町地域おこし協力隊南種子町地域おこし協力隊
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　７月６日（火）、役場研修センターにおいて、「君も南種子町から宇宙へ」と題した特別講座が開催
され、町内の小中学校の児童・生徒５２人が参加しました。
　講座では、種子島宇宙センターの若松武史氏による、宇宙での水や食べ物の動き方と食事の仕方に
ついての講話のあと、筑波宇宙センターと国際宇宙ステーションに滞在中の星出彰彦宇宙飛行士との
交信をみんなで視聴しました。今その瞬間宇宙にいる星出宇宙飛行士との交信に、子どもたちは興味
深く見入っていました。
　その後、筑波宇宙センターと役場研修センターをオンラインでつなぎ、筑波にいる油井亀美也宇宙
飛行士に直接質問する時間が設けられました。限られた時間の中でしたが、寄せられた多くの質問に
ひとつひとつ丁寧に答えていただき、夢を持つことやいろいろなことに一生懸命取り組むことの大切
さが伝えられました。子どもたちにとって、とても貴重な体験となりました。

宇宙飛行士と連携した教育活動　特別講座　～君も南種子町から宇宙へ～宇宙飛行士と連携した教育活動　特別講座　～君も南種子町から宇宙へ～

種子島宇宙センター若松氏による講話種子島宇宙センター若松氏による講話 南種子町の子どもたちからの南種子町の子どもたちからの
質問に答える油井宇宙飛行士質問に答える油井宇宙飛行士

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

　７月は法務省主唱の「第 71 回社会を明るく
する運動～犯罪や非行を防止し、立ち直りを
支える地域のチカラ～」の強化月間となって
います。
　７月５日（月）、町長室において「犯罪のな
い幸福な社会づくりの取り組み」などについ
ての内閣総理大臣、鹿児島県知事からの協力・
支援依頼文が、本町保護司の皆さまから小園
裕康町長に手渡されました。

保護司要請行動保護司要請行動
　長谷信号機近くのひまわり畑では、ひまわり
が満開となり見頃を迎えています。　　　
　このひまわりは、サロンフラワー（代表：長
田繁さん）のみなさんが植えたもので、春は菜
の花、秋はコスモスと、季節の花
を植えて、道行く人を楽しませて
います。
　７月１５日（木）は、あおぞら
保育園の園児も見学に訪れ、楽し
そうに駆け回っていました。

長谷のひまわり畑　満開長谷のひまわり畑　満開

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場
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InformationInformation
税
務
署
に
提
出
し
た
申

告
書
な
ど
の
写
し
が
必

要
な
と
き
は

　

税
務
署
に
提
出
し
た
申

告
書
な
ど
の
写
し
が
必
要

な
場
合
は
、「
保
有
個
人
情

報
の
開
示
請
求
書
」
を
窓

口
ま
た
は
郵
送
で
税
務
署

に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
請
求
に
当
た
っ
て

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
の
写
し
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
お
よ
び
手
数
料
と

し
て
１
件
当
た
り
３
０
０
円

（
収
入
印
紙
ま
た
は
税
務
署

窓
口
で
現
金
納
付
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場

合
は
、
上
記
書
類
の
ほ
か
、

「
住
民
票
の
写
し
」
が
必
要

で
す
。

　

請
求
後
、
申
告
書
な
ど

の
写
し
の
交
付
を
受
け
る

ま
で
、
最
長
で
１
カ
月
ほ

ど
の
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

保
有
個
人
情
報
の
開
示

請
求
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
種
子

島
税
務
署
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
国
税
庁
個
人
情
報
保
護

で
検
索

（https://w
w

w
.nta.go.jp

）

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎

㉒
０
４
４
０
（
自
動
音
声
案

内
に
従
い
、「
２
」
を
発
信
。）

第
８
回「
小
さ
な
親
切
」

は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

募
集
に
つ
い
て

　

身
近
な
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
や
、
ふ
と
し
た
時

に
感
じ
る
人
の
優
し
さ
を

エ
ッ
セ
イ
に
つ
づ
り
、
親

切
を
し
て
く
れ
た
人
や
教

え
て
く
れ
た
人
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
、
そ
れ
を

大
切
に
思
う
こ
と
を
感
じ

て
も
ら
う
機
会
に
す
る
た

め
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
テ
ー
マ

①
心
か
ら
伝
え
た
い
「
あ

り
が
と
う
」

②
世
界
と
の
出
会
い
～
あ

り
が
と
う
、
ど
う
い
た

し
ま
し
て
～

③
コ
ロ
ナ
の
あ
る
生
活

◆
募
集
対
象

　
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で

◆
応
募
方
法

　
は
が
き
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◆
応
募
締
め
切
り

　
８
月
13
日
（
金
）

※
応
募
の
詳
細
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.kaken-

shakyo.jp/shinsetu/
r03tenohira-jisshiyoko.pdf

）

◎
問
＝
「
小
さ
な
親
切
」
運

動
鹿
児
島
県
本
部
事
務
局
☎

０
９
９
（
２
５
７
）
３
８
４
８

令
和
４
年
度
鹿
児
島
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
募
集
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
８
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
９
月
22
日
（
水
）
ま
で

◆
試
験
場
所

　

本
校
（
薩
摩
川
内
市
入

　
来
町
）、
奄
美
市
、
熊
本

　
市
、
宮
崎
市

◆
試
験
内
容

　
筆
記
試
験
（
国
語・数
学
）

　
お
よ
び
面
接

◆
募
集
科
目

情
報
電
子
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
設

計
、
義
肢
福
祉
用
具
、

Ｏ
Ａ
事
務
、
ア
パ
レ
ル
、

造
形
実
務

◆
授
業
料
な
ど

　

授
業
料
は
無
料
で
す
。

　
寮
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

◆
訓
練
期
間

　

１
年
間
（
令
和
４
年
４

　
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
）

◆
申
し
込
み
方
法

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（「
鹿
児
島
障
害
者
職
業

　
能
力
開
発
校
」
で
検
索
）

◎
問
＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
☎
０
９
９
６

（
４
４
）
２
２
０
６

令
和
４
年
度
　「
児
童

福
祉
週
間
」
標
語
の
募

集
に
つ
い
て

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間

を
「
児
童
福
祉
週
間
（
５

月
５
日
～
５
月
11
日
）」
と

定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め

の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
の
児

童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、

そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
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情報ひろば
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
８
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
９
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日

　
消
印
有
効
。）

◆
募
集
内
容

　

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す

　

る
標
語
や
、
未
来
に
向

　

け
て
の
子
ど
も
た
ち
か

　

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

　
る
標
語
。

◆
主
催
者

　

厚
生
労
働
省
・(

社
福)

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
・

　

(

公
財)

児
童
育
成
協
会

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://www.kodom
ono-

shiro.or.jp/jigyo/hyougo

）

◎
問
＝
（
公
財
）
児
童
育

成
協
会
「
標
語
募
集
」
係
☎

０
３
（
５
３
５
７
）
１
１
７
４

建
退
共
制
度
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
（
建
退
共
制
度
）
と
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
に
基
づ
き
、
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主

の
方
々
が
、
労
働
者
の
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金

　
日
額
３
１
０
円
（
令
和
３

　
年
10
月
か
ら
３
２
０
円
）

◆
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、

　

確
実
、
申
し
込
み
手
続

　
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点

　
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助

　
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と

　

な
り
ま
す
が
、
法
人
は

　

損
金
、
個
人
で
は
必
要

　
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

　

法
上
全
額
非
課
税
と
な

　
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

　

職
金
は
企
業
間
を
通
算

　
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（｢

建
退
共｣

で
検
索
）

◎
問
＝
建
退
共
鹿
児
島
県
支
部

事
務
局
☎
０
９
９
（
２
５
７
）

９
２
１
６

防
衛
大
学
校
学
生(

一

般)

・
医
学
科
学
生
採

用
案
内

　

防
衛
省
は
、
防
衛
大
学

校
学
生
（
一
般
）・
医
学
科

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

・
学
生(

一
般)

　
10
月
27
日
（
水
）
ま
で

・
医
学
科
学
生

　
10
月
13
日
（
水
）
ま
で

◆
試
験
期
日

・
学
生(

一
般)

　
１
次
：
11
月
６
日
（
土
）

                  

７
日
（
日
）

　
２
次
：
12
月
７
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
11
日
（
土
）

・
医
学
科
学
生

　
１
次
：
10
月
23
日
（
土
）

　
２
次
：
12
月
15
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
17
日
（
金
）

◆
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　
者
、
高
卒
者(

見
込
含)

　

ま
た
は
高
専
３
年
次
修

　
了
者(

見
込
含)

◆
入
隊
時
期

　
令
和
４
年
４
月
上
旬

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
種
子
島
駐
在

事
務
所
（
種
子
島
合
同
庁

舎
内
）
☎
㉓
０
２
９
９

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の
中

止
に
つ
い
て

　
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
主
催
者
会
議
な

ど
で
協
議
の
結
果
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
第
43
回
ロ
ケ
ッ
ト
祭
り

◎
問
＝
役
場
企
画
課
観
光

経
済
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内

線
１
７
４
）

●
第
65
回
町
民
大
運
動
会

◎
問
＝
役
場
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
２
７
１
）



　

６
月
14
日
（
月
）、
今
年
も
町
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

監
視
員
の
方
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
１
０
０
個
を
届
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
一
人
一

人
卵
を
手
に
乗
せ
て
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
卵
の

表
面
を
な
で
た
り
、
卵
を
顔
に
近
づ
け
て
の
ぞ
き

込
ん
だ
り
と
、
思
い
思
い
の
方
法
で
小
さ
な
命
を

感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
門
近
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
場
に
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
方
々
が
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
前
之
浜
海

岸
の
砂
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た

ち
は
ふ
化
場
の
温
度
を
毎
日
記
録
し
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
卵
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
、
ふ
化
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
放
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
大
切

な
命
の
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

西野西野小学校小学校

　

６
月
29
日(

火)

に
、
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供

育
成
事
業
と
し
て
、「
落
語
と
紙
切
り
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
中
に

子
ど
も
た
ち
は
落
語
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
授
業
と

し
て
、
扇せ
ん
す子
を
使
っ
て
蕎そ

ば麦
を
食
べ
る
真
似
の
体
験

を
し
た
り
、
紙
切
り
の
体
験
授
業
と
し
て
蝶
を
作
っ

た
り
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
保
護
者
を
は
じ

め
校
区
の
方
々
と
一
緒
に
「
落
語
と
紙
切
り
」
の

公
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

落
語
と
紙
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
物
の
技
を
体
験

し
た
り
、
鑑
賞
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
日

本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

走
る
・
投
げ
る
・
跳
ぶ
・
蹴
る
・
転
が

る
な
ど
、
運
動
遊
び
の
土
台
と
な
る
動
き

の
た
め
に
大
切
な
「
足
」。
そ
の
「
足
」
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
健
康
を
考
え
る

『
足
育
講
座
』
を
、
足
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

村
田
智
恵
美
先
生
を
お
招
き
し
て
、
６
月

12
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
田
先
生
か
ら
、
普
段
履
い
て
い
る
靴

が
自
分
の
足
の
形
や
大
き
さ
に
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た
保
護
者
も
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、
正
し
い

靴
選
び
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ピ
ッ
タ
リ
な
靴
、
そ
し
て
、
正
し
い
靴

の
履
き
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
今
ま
で
よ
り
も
っ
と
運
動
遊
び
を
楽

し
め
そ
う
で
す
。

花峰花峰小学校小学校 み
ん
な
で
学
ん
だ
正
し
い
靴
の
選
び
方

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
事
業

　
　
　「
落
語
と
紙
切
り
」
巡
回
公
演

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
　
大
切
な
命

大川大川小学校小学校
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７
月
10
日
（
土
）
に
校
内
水
泳
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
５
月
に
保
体
部
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
き

れ
い
に
な
っ
た
プ
ー
ル
で
、
約
１
カ
月
水
泳
学
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

夏
空
の
も
と
、
保
護
者
や
祖
父
母
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
、
水
を
怖
が
ら
ず
に

潜
る
姿
や
ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ
で
力
強
く
泳
ぐ
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
は
、水
中
じ
ゃ

ん
け
ん
列
車
や
輪
く
ぐ
り
、
ボ
ー
ル
拾
い
や
ビ
ー

ト
板
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
３
～
６
年
生
の
全

員
リ
レ
ー
は
、
接
戦
が
続
き
、
白
熱
し
た
声
援
が

プ
ー
ル
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ー
ル
開
放
も
行
わ
れ
ま

す
。夏
本
番
！
こ
れ
か
ら
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。島間島間小学校小学校

水
し
ぶ
き
と
歓
声
を
あ
げ
て

                  

～
校
内
水
泳
大
会
～

　

６
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
２
年
ぶ
り

と
な
る
姶
良
市
立
蒲
生
小
学
校
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

中
に
中
平
小
の
子
ど
も
た
ち
が
蒲
生
小

に
お
世
話
に
な
っ
た
縁
で
、
中
平
小
と

蒲
生
小
は
姉
妹
校
盟
約
を
結
び
、
そ
れ
か

ら
交
流
が
続
き
40
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
蒲
生
小
の
６
年
生
か
ら

大
楠
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
、
温
か
な

お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
10
月
に

は
、
蒲
生
小
を
中
平
小
に
迎
え
入
れ
、

交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

※
写
真
は
、
新
校
舎
落
成
の
と
き
に
蒲

生
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
い
た
だ
い
た
学
校
の

表
札
で
、
児
童
玄
関
正
面
に
飾
っ
て
あ

り
ま
す
。

蒲
生
小
と
の
交
流

中平中平小学校小学校

　

７
月
１
日(

木)

、
文
化
庁
の
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総

合
事
業
と
し
て
、
能
楽
の
巡
回
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
能
楽

囃は
や
し
か
た

子
方
同
明
会
の
演
奏
者
６
人
が
、
能
楽
の
歴
史
の
紹
介
や
各
楽

器
の
解
説
、
能
楽
囃
子
の
表
現
法
な
ど
を
、
実
演
を
交
え
な
が
ら

生
徒
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
小こ
つ
づ
み鼓
・
大お
お
つ
づ
み鼓
の
練
習
を
し
た
２

年
生
の
代
表
生
徒
と
共
に
、
能
楽
の
祝
し
ゅ
う
げ
ん
き
ょ
く

言
曲
で
あ
る
三
番
三
の
一

部
分
を
共
演
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
６
人
だ
け
の
演
奏
な
の

に
迫
力
も
圧
倒
さ
れ
た
。」、「
日
本
な
ら
で
は
の
伝
統
文
化
に
触
れ

ら
れ
て
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。」
と
興
味
と
驚
き
の
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

能
楽
へ
の
誘
い

南種子南種子中学校中学校
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祝祝
2020
周
年
！

周
年
！  

ＨＨ--

ⅡⅡ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト　
　
　
　

　
今
か
ら
20
年
前
の
２
０
０
１
年
８
月

29
日
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号
機
が

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今

日
ま
で
の
20
年
間
で
打
上
げ
実
績
は
43

機
を
数
え
、
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
高

い
信
頼
性
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
打
上

げ
成
功
率
97
・
７
％
と
世
界
一
の
オ
ン

タ
イ
ム
（
予
定
し
た
日
時
）
打
上
げ
率

を
達
成
し
、
数
多
く
の
宇
宙
開
発
や
宇

宙
利
用
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
上
げ
能
力
を
高
め
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
物
資
輸
送
な
ど
を
目
的

と
し
て
開
発
さ
れ
た
Ｈｰ

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ

ト
は
、
２
０
０
９
年
９
月
打
上
げ
の
試

験
機
１
号
機
か
ら
、
２
０
１
９
年
の

最
終
９
号
機
ま
で
、
打
上
げ
成
功
率

１
０
０
％
と
い
う
素
晴
ら
し
い
実
績
を

残
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

後
継
機
と
な
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発

を
今
年
度
中
の
打
上
げ
を
目
標
に
進
め

て
い
ま
す
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
見
よ
う
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
見
よ
う
★

　　
夏
の
夜
空
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
ペ

ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
。
三
大
流
星
群
の

ひ
と
つ
で
、
年
間
で
も
常
に
１
、２
を

争
う
流
星
数
を
誇
り
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
は
８
月
13
日
が
極
大
日

（
最
も
流
星
が
多
く
見
ら
れ
る
日
）
で
、

８
月
12
日
の
夜
半
頃
か
ら
13
日
の
明
け

方
に
か
け
て
た
い
へ
ん
多
く
の
流
星
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
日
本
は
観
測
に
良
い
条

件
が
整
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
流
れ
星
が
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
種
子
島
の
き
れ
い
な
星
空
を
家
族
で

眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
へ

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
へ

　
　
　
　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
中
！

　
　
　
　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
中
！

　　
肝
属
郡
肝
付
町
に
あ
る
内
之
浦
宇
宙

空
間
観
測
所
か
ら
今
年
度
、
イ
プ
シ
ロ

ン
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
に
よ
る
『
革
新
的

衛
星
技
術
実
証
２
号
機
』
の
打
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
証
２
号
機
は
、「
小
型
実
証

衛
星
２
号
機
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
‐
２
）」

と
４
機
の
超
小
型
衛
星
、
４
機
の

キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
の
計
９
機
の
衛
星
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
で

は
、
試
験
機
１
号
機
か
ら
恒
例
と
な
っ

て
い
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

へ
送
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
り
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
デ
カ
ー
ル
（
帯
シ
ー
ル
）
に

印
刷
し
て
機
体
に
貼
り
付
け
宇
宙
へ
と

飛
び
立
た
せ
る
企
画
を
行
い
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
幾
多
の
困
難

に
見
舞
わ
れ
て
も
、
全
国
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
励
ま
さ

れ
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
努
力
が
無
事
宇
宙
へ
向
か
っ
て
飛

び
立
つ
よ
う
、
ぜ
ひ
温
か
い
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
８
月
９
日
23
時
59
分

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
イ
プ
シ

ロ
ン 

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
検
索
、
ま

た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宇
宙
科
学
技
術
館

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
　
　

８
月
の
休
館
日
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

８
月
の
休
館
日
に
つ
い
て

　　

８
月
の
休
館
日
は
第
１
・
第
５
月
曜
日

（
８
月
２
日
、
８
月
30
日
）
で
す
。
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 6 月 23 日現在）

応援メッセージ
応募は

こちらから

2016 年 8 月 12 日～ 13 日に岡山天
文物理観測所で撮影された流星群

小型実証衛星
2号機

（RAISE-2）

超小型衛星
× 4機

キューブサット
× 4機

革新的衛星技術実証
2号機の構成
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特
定
看
護
師
に
つ
い
て

特
定
看
護
師
に
つ
い
て

　
　
　

　
公
立
種
子
島
病
院

　
　
　
　
　
病
棟
看
護
師　
小
野　
亜
希
子

　
２
０
２
５
年
に
国
民
の
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
と
な
る
超
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
ま

す
。
種
子
島
も
地
域
の
過
疎
化
が
進
み
高
齢

者
が
多
く
、
医
療
・
福
祉
が
担
う
負
担
が
大

き
い
事
、
ま
た
そ
れ
ら
を
支
え
る
医
療
従
事

者
の
人
員
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
、
多

重
業
務
と
い
う
過
酷
な
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
厚
生
労
働
省
は
医
療
提
供
の
改
革
が
必

要
と
考
え
、
医
療
を
支
え
ら
れ
る
看
護
師
の

育
成
を
目
的
に
特
定
看
護
師
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
高
度
で
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

学
習
し
医
師
の
指
示
の
元
、
医
師
に
代
わ
っ

て
特
定
の
医
療
行
為
を
行
う
事
が
で
き
ま

す
。
昨
年
、
鹿
児
島
大
学
病
院
の
研
修
生
と

し
て
学
習
し
特
定
看
護
師
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
私
が
習
得
し
た
の
は
『
胃
ろ
う
・
気
管
切

開
チ
ュ
ー
ブ
交
換
、
創
傷
管
理
・
脱
水
時
の

点
滴
』
の
４
項
目
で
す
。
研
修
で
学
ん
だ
知

識
・
技
術
を
元
に
、
安
全
で
正
確
な
手
技
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
医
療
チ
ー
ム
の

状
況
も
考
え
、
医
学
・
看
護
の
両
方
の
視
点

か
ら
よ
り
良
い
ケ
ア
の
提
供
を
目
指
し
て
い

く
事
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
離

島
で
生
活
し
な
が
ら
学
習
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
で
き
れ
ば
今
後
の
医
療
を
支
え
る
若
い

世
代
も
地
元
で
働
き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

に
な
る
様
に
、
学
習
制
度
も
整
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
『
地
域
医
療
と
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
地

域
住
民
の
た
め
の
生
活
支
援
活
動
で
あ
り
、

地
域
医
療
の
主
人
公
は
地
域
住
民
で
あ
る
。』

　
種
子
島
は
人
と
人
と
の
距
離
が
近
く
、
住

民
が
助
け
合
う
姿
は
、
地
域
へ
の
強
い
想
い

を
感
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、多
く
の
苦
悩・我
慢
を
し
い
ら
れ
る
日
々

で
す
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

＊
特
定
看
護
師
に
つ
い
て
、
病
院
内
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
質
問
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

家
族
介
護
教
室

家
族
介
護
教
室

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
ご

家
族
や
介
護
に
つ
い
て
学
習

し
た
い
方
を
対
象
に
、
家
族
介

護
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
14
日
の
第
１
回
家
族

介
護
教
室
で
は
「
人
生
会
議

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」を
テ
ー

マ
に
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん

と
誰
も
が
訪
れ
る
「
も
し
も

の
時
」
の
た
め
、
望
む
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て

考
え
、
話
し
合
い
、
大
切
な

人
と
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
自
分
は
ま
だ

ま
だ
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
元
気
な
う
ち
に
家
族
と
話

合
っ
て
お
き
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
人
生
会
議
を

身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
様
々
な
テ
ー
マ
で

介
護
に
役
立
つ
知
識
や
技
法
・

介
護
予
防
・
介
護
者
の
健
康

づ
く
り
・
介
護
者
同
士
の
交

流
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開

催
予
定
で
す
。

　

こ
の
教
室
は
「
介
護
人
材

確
保
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
ポ

イ
ン
ト
付
与
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
、
参
加
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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町
内
文
化
財
研
修

　

語
り
部
の
会
で
は
、
年
に
１
回
島

の
文
化
財
を
学
ぶ
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
６
月
21
日
（
月
）

に
、
町
内
の
太
平
洋
戦
争
の
戦
跡
な

ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
長
谷
有
尾
の
煙
突
や
海
軍

司
令
部
跡
、
島
間
の
文
化
財
を
巡
り
、

そ
の
あ
と
茎
永
の
宮
瀬
川
河
口
の
岩

山
に
つ
く
ら
れ
た
ト
ー
チ
カ
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ー
チ
カ
は
、
前
之
浜
に
上

陸
す
る
連
合
軍
に
十
字
砲
火
を
浴
び

せ
る
た
め
に
戦
争
末
期
に
つ
く
ら
れ
、

大
砲
が
配
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
の
ぞ
き
穴
か
ら
前
之
浜
を
眺
め

る
と
浜
が
一
望
で
き
ま
す
。こ
の
ト
ー

チ
カ
は
、
岩
盤
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で

爆
破
し
、
砕
い
て
掘
削
し
、
外
側
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
下
中
の
里
集
落
に
近
い
前
之

浜
海
岸
に
も
、
同
じ
よ
う
に
、
岩
山

に
ト
ー
チ
カ
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
下
中
夏
田
の
山
の
斜
面

に
あ
る
巨
岩
に
明
治
二
年
と
刻
ま
れ

て
い
る
、
と
て
も
大
き
な
壁
碑
な
ど

を
見
学
し
、
大
変
意
義
の
あ
る
文
化

財
巡
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

語
り
部
の
会
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

買
い
物
ド
ラ
イ
ブ
続
行
中
！

　
今
年
度
も
買
い
物
ド
ラ
イ
ブ
続
行

中
で
す
。
一
時
期
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
と
し
て
中
止
も
あ
り
ま
し

た
が
、
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
以
前

は
各
地
区
集
落
に
商
店
も
あ
り
、
そ

こ
で
買
い
物
を
し
た
り
、
会
話
を
楽

し
ん
だ
り
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
閉
店
も
相
次
ぎ
不
便
を
感
じ
て
い

る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
社
協
で
は
生
活
必
需

品
の
買
い
物
に
お
困
り
の
方
を
対
象

に
、
上
中
商
店
街
へ
送
迎
を
行
い
、

買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
自
分
の
目
で
見
て
選
ぶ
買

い
物
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

★
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
例
）

　
10
時　
　
　
出
発

　
11
時　
　
　
Ａ
コ
ー
プ

　
12
時
10
分　
天
空
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
12
時
40
分　
ト
ン
ミ
ー
市
場

　
14
時　
　
　
帰
宅

※
利
用
は
無
料
で
す
が
、
参
加
要
件

な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
社
協
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
時
に
は
、
マ
ス
ク
や
手
指
消

毒
の
徹
底
を
行
い
、
安
心
、
安
全
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

トーチカから見た前之浜

茎永宮瀬川河口のトーチカ
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『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
臨
時

染
症
の
影
響
に
よ
る
臨
時

特
例
免
除
』

特
例
免
除
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

の
臨
時
特
例
免
除
申
請
の
手
続
き

が
可
能
で
す
。

　

対
象
者
は
次
の
２
点
を
い
ず
れ

も
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
。

（
２
）
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所

得
な
ど
の
状
況
か
ら
み
て
、
当
年

中
の
所
得
見
込
が
、
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
な
ど
に
該
当
す
る
水

準
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

　

対
象
期
間
は
令
和
２
年
２
月
以

降
の
保
険
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
福

祉
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
ず
は
年
金
相
談
へ

ま
ず
は
年
金
相
談
へ

　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
請
求
に
か
か
る
各
種
申
請

手
続
き
や
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
記

録
の
確
認
、
将
来
の
受
給
見
込
額

の
試
算
な
ど
、
年
金
に
関
係
す
る

こ
と
な
ら
、
何
で
も
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
相
談
の
予
約
は
、

福
祉
年
金
係
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
参
加
さ
れ
る
際
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
と
し
て
マ
ス
ク
な
ど
の

着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

日
時　
８
月
３
日
（
火
）

■ 

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

２
階　
大
会
議
室

■ 

準
備
す
る
も
の

　
年
金
手
帳
か
証
書
・
印
鑑
・

　
こ
れ
ま
で
に
届
い
た
通
知
書
・

　
本
人
確
認
の
た
め
の
免
許
証
な
ど

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎
㉖
６
６
９
０

★
話
題
の
料
理
本

★
話
題
の
料
理
本

　
★
「Tasty Japan 

　
＃
バ
ズ
り
ス
イ
ー
ツ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
50
」

　
　
　
　
　
　
　
（TastyJapan

）

★
「
や
み
つ
き
バ
ズ
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　
（
リ
ュ
ウ
ジ
）

★
「
韓
国
ド
ラ
マ
食
堂
」

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
朋
美
）

★
新
着
本
　
紹
介

★
新
着
本
　
紹
介

児
童
書

児
童
書

●
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

　
　
　
　
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
を
さ
が
せ
！！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
ゆ
た
か
）

●
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂

　
　
　
　
（
１
）
～
（
15
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
嶋
玲
子
）

他
、
10
冊
♪

一
般
書

一
般
書

●
ね
じ
れ
腸　
落
下
腸
（
水
上
健
）

●
後
悔
し
な
い
！
わ
が
家
で
の
看
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
場
純
）

●
そ
の
不
調
、
栄
養
不
足
が
原
因
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
智
春
）

●
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
田
そ
の
こ
）

●
代
理
母
、
は
じ
め
ま
し
た　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
垣
谷
美
雨
）

他
、
８
冊
♪

★
新
し
い
本
の
情
報
は
、
南
種
子
町
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　インターネットのＳＮＳ上や、動画サイトで
話題の料理に関する本を紹介します。
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

有
尾
橋
近
く
の
山
中
に
残
さ

れ
た
、
大
き
な
レ
ン
ガ
造
り
の

煙
突
。
こ
の
煙
突
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
宝
星
産
業
が
建

設
し
た
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
工
場

の
蒸
留
釜
の
煙
突
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
時
中
、
日
本
で

は
航
空
機
の
燃
料
が
不
足
し
、

代
替
燃
料
と
し
て
カ
ラ
イ
モ
か

ら
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
を
蒸
留
す

る
試
み
が
各
地
で
行
わ
れ
、
長

谷
で
も
そ
の
工
場
が
建
設
さ
れ

た
の
で
す
。「
ア
号
燃
料
」
と

呼
ば
れ
た
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
燃

料
は
、
実
用
化
に
間
に
合
わ
ず

終
戦
を
迎
え
ま
す
。
工
場
は
、

煙
突
だ
け
を
残
し
廃
棄
さ
れ
、

そ
の
土
地
は
開
拓
用
地
と
し
て

開
放
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
の
歴
史
（
３
）　
有
尾
の
煙
突

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

日
ひ だ か

髙　美
み こ

心ちゃん
平成 29 年 9 月 6 日生まれ
大輝さん・昭美さんの女の子（平山）

ひょうきんでいつも笑わせてくれる美心。大き
くなったらプリキュアみたいに強くて優しい女
の子になれたらいいね。
みんな大好きだよ！

ご家族からひとこと

細
ほそやま

山　夏
な つ き

輝くん
平成 29 年 8 月 10 日生まれ
憲さん・みさきさんの男の子（島間）

食べ物を見ると満面の笑み。食べる事大好き。
おかげ様で大きく育ったなっくん。

「はっきよいのこったしよう」とよく誘ってき
ます。意外と強い。
これからも、いっぱい遊んで元気に育ってね。

　
今
年
は
、
長
谷
開
拓
か
ら
７５
周
年
に
な
り
ま
す
。
今
月
も
、
長
谷
の
歴

史
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

有尾の煙突
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

斉
藤　
優
樹
（
父
・
貞
則
）

柳
田　
ま
ゆ
み
（
母
・
イ
ツ
子
）

川
内
田　
勇
生
（
母
・
和
枝
）

日
髙　
ま
る
み
（
母
・
河
口
ナ
ミ
）

冨
永　
久
男
（
父
・　
）

永
石　
美
智
子
（
父
・
荒
木
光
明
）

日
髙　
り
つ
子（
母・小
川
ミ
ヱ
子
）

小
山　
進
一
（
母
・
サ
エ
子
）

岩
坪　
勝
弘
（
妻
・
ノ
リ
子
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

上こ
う
づ
ま妻　
陽は
る　
　
　
（
翔
平
・
愛
鈴
）　　
上
中

西に
し
ぞ
の園　
京き
ょ
う
か花　
　
（
浩
郎
・
朱
里
）　　
島
間

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　6月30日現在
総人口（ 人 ） 5,444（－ 14）

男（ 人 ） 2,729（ー 7）
女（ 人 ） 2,715（－ 7）

世帯数（ 戸 ） 2,929（ー 5）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

6 月 　0件 18 件
累 計 1 件 128 件

※累計は令和 3 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

8 日
町内一斉クリーン作戦 21 土 青少年育成の日

マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　総務課戸籍住民係　 22 日 マイナンバーカード出張窓口 8：00～10：00　西之地区公民館

15 日
家庭の日 25 水 登記相談（要予約） 10：00～　研修センター１階東側会議室

広田石塔祭 17：00～　広田石塔山

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　7月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 2（＋ 1） 0（± 0） 2（＋ 1）
西之表市 3（± 0） 0（± 0） 3（± 0）

計 6（＋ 1） 0（± 0） 6（＋ 1）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
6
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
6
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

1 公立種子島病院 南種子町 26-1230
8 種子島医療センター 西之表市 22-0960
9 中種子クリニック 中種子町 27-3222
14 種子島医療センター 西之表市 22-0960
15 種子島医療センター 西之表市 22-0960
22 種子島医療センター 西之表市 22-0960
29 田上診療所 中種子町 27-0325

8 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

斉
藤　
貞
則　
　
　
70　
　
　
平
山

川
内
田　
和
枝　
　
88　
　
　
島
間

柳
田　
イ
ツ
子　
　
85　
　
　
上
中

小
川　
ミ
ヱ
子　
　
90　
　
　
西
之

冨
永　
　
　
　
　
　
93　
　
　
島
間

小
山　
サ
エ
子　
　
92　
　
　
島
間

岩
坪　
ノ
リ
子　
　
85　
　
　
上
中　

荒
木　
光
明　
　
　
91　
　
　
上
中

小
園　
末
夫　
　
　
86　
　
　
上
中

■公立種子島病院の各科診療日
診療科目 診療日

小児科 月曜～金曜

眼科 ２、３、１６、１７日

耳鼻咽喉科 ５、１２、１９、２６日

整形外科 火曜

消化器外科 水曜

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

1 種子島石油（株）　南種子給油所

8 （有）船川石油店　上中給油所

15 （有）永松産業　南種子給油所

22 （有）和人組　南種子給油センター

29 種子島石油（株）　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

８
月
31
日
（
火
）
は

・
町
県
民
税
第
２
期

・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
介
護
保
険
料
第
３
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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／
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種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

　

６
月
20
日（
日
）と
７
月
３
日（
土
）

に
、令
和
３
年
度
種
子
島
地
区
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
見
事
入
賞
し
た
方
も
、

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
方
も
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

頑
張
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
剣
道
個
人
戦
（
敬
称
略
）

３
年
生
以
下
男
子

　

２
位　

濱
上
煌こ
う
せ
い成
（
島
間
剣
友
会
）

４
年
生
女
子

　

１
位　

立
石
真ま

ゆ

き
優
希（
島
間
剣
友
会
）

　

３
位　

中
村
明あ
か
り莉
（
南
翔
剣
道
）

６
年
生
女
子

　

３
位　
　

日
髙　

雅み
や
び（
南
翔
剣
道
）

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

２
位　

春
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

し尿汲取り・浄化槽維持管理

(有)南種子衛生
☎26-0216

お盆のし尿汲取りは

お早めに !!

お盆のし尿汲取り
予約受付締切
８月５日（木）
お申し込みはお早めに

まで

★お盆の営業★
10 11 12 13 14 15 16
火 水 木 金 土 日 月

営
業
営
業
営
業

お
盆
休
み

お
盆
休
み

お
盆
休
み

営
業

ソフトボール競技　準優勝
　 春陽スポーツ少年団　
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